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平成 30年 1月 

研修名 

術中急変時の看護 

～術中の急変（突然の出血）、あなたならどう行動しますか？急変時の

看護を学びましょう～ 

対象 新潟県内の手術看護師 レベルⅡ 

研修の意義 

平成 25年新潟県手術室セミナーの参加者へのアンケートを行った。

結果、患者が術中に急変した場面の対応について学びたいという意見

が多かった。優先順位をどう判断し行動すべきか、正しくアセスメン

トできているかといった内容の要望があった。幅広い経験年数の看護

師からの要望があったが、今回の研修対象は、Ⅱレベルの手術室看護

師と設定した。Ⅱレベルの手術室看護師は、まだ手術室経験が浅く、

知識や実践力が未熟な段階で外回りや器械出しとして急変場面での対

応を余儀なくされてしまう。特に日常においては、患者の急変に遭遇

する機会は限られ、急変時の看護を経験から習得していくことが困難

な状況にあることが考えられた。手術室看護師は、いかなる危機的状

況下でも的確なアセスメント能力と冷静かつ迅速な行動力が求められ

る。外回り看護師は他職種間の中でリーダーシップをとる役割があり、

器械出し看護師は、患者の状態を把握した上で、先々を予測しながら

急激な出血や状態の異変に対応する役割を持つ。認定看護師と術中急

変時の事例検討を行うことで、器械出し、外回りの視点で看護を学び、

グループワークを通して、急変時の行動の仕方を考えることができる。

Ⅱレベルの看護師が、急変時の場面において自信をもって看護実践で

きること、各自が課題を明確化し、継続的に学習に取り組めるよう支

援することを本研修の意義とした。 

研修目的 

 

新潟県内のⅡレベルの手術室看護師が、急変時の場面での対応を学び、

自信をもって急変時の看護を実践できる。各自が課題を明確化し、継

続的に学習に取り組めるよう動機づけることができる 

研修目標 

1急変時の看護について事前学習できる 

2グループワーク・講義を通して根拠に基づいた急変時の行動のとり方

がわかる 

3自己の学習課題を明確化できる 

研修内容 

 

 

 

・急変時の事例について自己学習（術前の情報を提示し確認事項の明確

化、情報を整理し考えられる問題をアセスメントする）して研修に

のぞむ 

・グルークワーク：時系列（3場面）に急変時の看護及び急変時にどの

ように考え行動すべきか事前課題をもとに検討する。3場面において

考えられる要因と対応を検討する。 

・急変時の対応の講義 

「出血時の対応」波多野 出血時の対応・輸血療法・大量輸血の合併症・

血液製剤の確保など 

「急変時の対応」堀越 急変時の人的資源の活用・チーム医療について 

研修方法 事前学習・グループワーク・講義 

指導者または講師 新潟県手術看護認定看護師 7名、実践指導看護師 1名 



概要    期日・時間 

      参加人数 

会場 

      参加費 

期日：平成 29年 11月 25日（土）13：00～17：00 

参加人数：18名 

会場：新潟市民病院 会議室 

参加費：500円 

結果・評価 

18 名の参加者だった。看護師経験・手術室経験ともにⅡレベル以上

と思われる参加者が 10名にも及んだ。グループは所属施設と経験の状

況にあわせ４Gに分けた。 

事例検討では各グループともに積極的な意見交換が実施された。Ⅱレ

ベルの看護師でも施設によっては同様の事例を経験していた。根拠に

沿った省察に繋がることができた。 

ベテランの看護師のグループは活発に発言し、検討することができた。

場面ごとに大量出血以外の要因も認定看護師がファシリテートするこ

とが立ち止まり検討することができていた。 

施設によっては、事例の麻酔・手術を実施していなかった。しかし、

事前に経験していなくとも学習し臨んでいた。しかし、詳細な重要ポ

イントについては検討ではなくグループを担当した認定看護師からの

講義という状況で深めることができたのではないか。また、管理的な

視点から施設でのマニュアル・シミュレーションを検討している参加

者もいた。アンケート結果から自施設の改善点がみえたとあり、ディ

スカッションや講義を通して施設に持ち帰ることができたのではない

だろうか。 

研修終了後アンケート結果 

満足度は 98.6％（最高 100％最低 85％）だった。グループワーク・講

義についてはとても活かせる・まあまあ活かせるが 100％だった。 

自由記載で、説明が大変勉強になった、看護師として何が出来るか考

えることが出来た、スキルアップしようと思う、多くを学ぶことがで

きた、曖昧だったことがわかった、知識を深めることができた、悩ん

できることが理解できた、自施設の指導に取り入れたい、アセスメン

トを深められた、など知識が深まり継続的な学習意欲の向上にもつな

がった。この結果からも目標を達成することができたと考える。 

今回、初めて急変時の看護について事例検討を実施した。手探りでは

あったがグループワークについて事例を読み込み認定看護師同士で深

く検討したことが良かったと考える。 
 

 

 


